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な
ど
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
先
端
医
療

Ｉ
技
術
を
研
修
し
た
い
現
地
の
医
師
た
ち

　
染
に
ヽ
あ
る
。

とひ

　
現
在
、
東
京
・
新
宿
に
「
国
際
医
療
匹

セ
ン
タ
ー
ー
」
が
あ
る
Ｉ
目
的
は
日
本
か
つ
ヽ

ら
発
展
途
上
国
へ
の
医
療
援
助
の
支
援

に
派
遣
さ
れ
る
医
療
要
員
を
養
成
し
、

プ
ー
ル
し
て
お
く
医
療
機
関
で
あ
る
。

岡
山
に
医
療
支
援
を
必
要
と
す
る
発
展

途
上
国
の
医
師
の
研
修
を
目
的
と
す
る

　
「
国
際
医
療
協
カ
セ
ン
才
・
－
」
の
設
立

を
提
案
し
た
い
。
理
由
は
岡
山
犬
医
学

部
と
川
崎
医
科
大
の
高
い
医
療
技
術
に

加
え
、
医
療
・
福
祉
に
対
す
る
県
民
の

感
受
性
の
高
さ
を
背
景
と
し
た
地
域
振

興
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
。

　
受
け
入
れ
対
象
は
文
部
省
奨
学
金
に

よ
っ
て
大
学
院
教
育
を
終
え
、
母
国
で

活
躍
し
て
い
る
医
師
と
、
内
視
鏡
技
術

国際医療センタフ構想
　
　
「
国
際
医
療
協
カ
セ
ン

タ
ー
」
は
二
つ
の
福
音
を

岡
山
の
地
に
も
た
ら
す
。

一
つ
は
今
後
ま
す
ま
す
増

加
す
る
在
日
外
国
人
の
西

日
本
で
の
基
幹
医
療
機
関

に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
だ

れ
で
も
病
気
に
な
れ
ば
、

言
葉
や
習
慣
を
理
解
し
て

く
れ
る
母
国
の
医
師
に
か

か
り
た
い
。
二
つ
め
は
海

外
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

で
あ
る
。
か
れ
ら
は
母
国

で
有
力
な
人
脈
を
持
っ
て

お
り
、
尊
敬
さ
れ
る
地
位

に
あ
る
。
彼
ら
を
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
、
岡
山
の
持
つ
高
度
な
医
療

技
術
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
資
金
を
加
え
て
、
事

業
を
展
開
す
る
。
「
ア
ジ
ア
の
医
療
ハ

ブ
」
と
し
て
の
医
療
立
県
構
想
へ
と
夢

が
広
が
る
。
良
き
モ
デ
ル
に
し
て
ラ
イ

バ
ル
は
人
口
３
０
０
万
人
の
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
岡
山
県
は
人

□
１
８
０
万
人
に
し
て
、
医
科
大
学
、

医
学
部
の
計
二
つ
も
あ
る
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
ー
日
本
友
好
病
院

は
日
本
に
留
学
し
た
３
人
の
医
師
た
ち

に
よ
っ
て
、
６
年
前
に
設
立
さ
れ
た
3
0

床
の
一
般
病
院
で
あ
る
。
私
は
こ
の
理

事
会
の
議
長
を
し
て
い
る
。
２
０
０
１

年
か
ら
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
最
初
の

心
臓
手
術
の
可
能
な
民
間
病
院
へ
と
飛

躍
す
る
。
良
き
成
功
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
国
際
医
療
貢
献
と
国
際
医
療
ビ
ジ
ネ

ス
の
中
核
施
設
は
同
一
で
あ
る
。
飛
び

出
せ
！
岡
山
。
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（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表
、
題

字
は
筆
者
）
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